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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は、脳動脈解離の診断においてR2* mapを応用した最初の研究であり、その診断能
を一般的に用いられている3D-T1強調像、T2*強調像と比較検討したものである。その結果、
R2* mapは、偽腔内血栓を3D-T1強調像よりも早い時期から検出することができ、また、T2*
強調像よりも正確に同定することができるため、診断がしばしば困難な脳動脈解離の急性
期において、診断能を向上させるMRI撮像法となり得ることが判明した。本論文の内容は、
脳動脈解離の診断におけるMRIの有用性を更に高めると共に、早期の治療開始に伴う予後改
善に貢献することが期待され、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
